
10
月
9
日
（
木
）
に
労
使
政

策
委
員
会
で
25
年
度
年
末
年
始

例
外
荷
役
に
係
る
諸
課
題
に
つ

い
て
労
使
協
議
が
行
わ
れ
た
。

協
議
の
な
か
で
業
側
は
、
人

員
不
足
や
働
き
方
改
革
の
流
れ

は
理
解
す
る
も
の
の
、
今
年
度

は
日
本
の
港
湾
の
灯
を
絶
や
さ

ぬ
た
め
に
も
原
則
4
日
間
す
べ

て
稼
働
し
た
い
と
主
張
。

労
側
は
港
湾
労
働
に
魅
力
を

感
じ
る
若
者
が
減
り
、
人
員
不

足
は
常
態
化
し
て
お
り
、
年
末

年
始
は
『
休
日
』
を
確
保
す
べ

き
。
2
0
0
1
年
に
締
結
さ
れ

た
フ
ル
オ
ー
プ
ン
協
定
を
破
棄

・
改
定
す
る
意
思
は
な
い
が
、

当
時
と
現
在
で
は
港
湾
労
働
の

環
境
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
我
々
は
12
月
31

日
・
1
月
2
日
を
不
稼
働
と
し
、

1
月
3
・
4
日
は
稼
働
と
し
、

休
む
人
と
出
る
人
の
意
思
を
尊

重
す
べ
き
と
主
張
し
た
。
そ
の

後
も
継
続
的
に
労
使
協
議
が
進

め
ら
れ
、
最
終
的
に
次
の
通
り

で
労
使
基
本
合
意
に
至
っ
た
。

①
年
末
年
始
4
日
間
の
う
ち
、

1
人
あ
た
り
2
日
を
限
度
に
例

外
的
に
稼
働
で
き
る
。
こ
の
場

合
、
地
区
（
港
）
労
使
の
協
議

で
、
稼
働
日
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

②
公
共
性
を
伴
う
緊
急
貨
物

は
、
地
区
労
使
協
議
に
よ
り
決

定
し
て
実
施
す
る
。

③
精
励
金
は
4
割
増
と
す
る
。

た
だ
し
、
顧
客
交
渉
と
の
関
係

で
文
書
明
記
は
避
け
つ
つ
、
実

質
合
意
と
し
て
進
め
る
。

全
港
湾

全
日
本
港
湾
労
働
組
合
の
第

96
回
定
期
全
国
大
会
を
、
9
月

11
日
、
12
日
の
2
日
間
、
ホ
テ

ル
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
に
て

開
催
し
た
。
全
国
か
ら
大
会
代

議
員
88
名
、
中
央
本
部
役
員
17

名
、
傍
聴
者
を
含
め
1
9
4
名

が
出
席
、
議
長
団
は
竹
田
英
弘

代
議
員
（
四
国
）
、
松
本
大
輔

代
議
員
（
九
州
）
が
務
め
た
。

大
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
執

行
部
を
代
表
し
て
鈴
木
誠
一
中

央
執
行
委
員
長
は
「
第
96
回
定

期
全
国
大
会
は
戦
後
80
年
の
大

会
で
す
。
軍
事
力
の
脅
威
を
軍

事
力
で
も
っ
て
解
決
を
す
る
と

い
う
こ
と
が
果
た
し
て
わ
れ
わ

れ
の
国
民
の
た
め
に
な
る
の

か
、
同
じ
過
ち
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
、
私
は
そ
う
い
う
価

値
観
を
共
有
し
た
大
会
に
し
た

い
」
と
述
べ
、
全
港
湾
が
先
頭

に
立
っ
て
運
動
し
て
行
く
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
か
け
た
。

続
け
て
、
ご
来
賓
よ
り
力
強

い
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。
大

会
に
は
、
全
国
港
湾
労
働
組
合

連
合
会
か
ら
玉
田
書
記
長
が
お

忙
し
い
中
、
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
い
た
。

議
案
に
つ
い
て
は
、
本
部
案

を
支
持
す
る
立
場
か
ら
の
発
言

が
相
継
ぎ
、
各
地
方
の
代
議
員

・
特
別
代
議
員
延
べ
45
名
か
ら
、

意
見
・
質
問
・
提
案
な
ど
の
発

言
を
受
け
た
な
お
、
提
案
さ
れ

た
議
案
は
全
て
可
決
さ
れ
、
運

動
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。

今
大
会
で
は
「
港
湾
の
『
軍

事
拠
点
化
・
兵
站
基
地
化
』
に

反
対
す
る
」
特
別
決
議
を
採
択

し
た
。

最
後
に
、
大
会
宣
言
を
採
択

し
、
委
員
長
・
鈴
木
誠
一
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
締
め
く
く
っ

た
。

日
港
労
連

日
本
港
湾
労
働
組
合
連
合
会

は
9
月
10
日
〜
11
日
に
掛
け
て

第
73
回
定
期
大
会
を
北
海
道
旭

川
市
「
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
旭
川
」

に
於
い
て
開
催
し
た
。

大
会
で
は
全
国
港
湾
労
働
組

合
連
合
会
・
遠
藤
中
央
執
行
副

委
員
長
。
日
本
港
湾
政
策
研
究

室
・
糸
谷
室
長
を
ご
来
賓
と
し

て
お
招
き
し
て
、
産
別
運
動
と

団
結
の
決
意
に
つ
い
て
貴
重
な

ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

議
長
団
に
は
、
髙
畑
桜
児
代

議
員
・
大
西
輝
彦
代
議
員
を
選

出
し
、
議
事
進
行
を
さ
れ
た
。

ま
た
、
24
年
度
の
運
動
総
括

に
経
っ
た
う
え
で
、
25
年
度
運

動
方
針
で
は
港
湾
荷
役
・
関
連

部
門
・
検
査
部
門
を
踏
ま
え
専

業
・
現
業
労
働
者
の
地
位
向
上

・
職
域
の
確
保
安
全
な
ど
多
岐

に
亘
る
運
動
方
針
が
満
場
一
致

で
確
認
さ
れ
た
。

竹
内
中
央
執
行
委
員
長
か
ら

は
「
組
合
員
を
取
り
巻
く
情
勢

は
雇
用
と
職
域
な
ど
の
問
題
が

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
。
変
わ
ら
ぬ
仲
間
の
団
結
の

力
を
借
り
、
日
港
労
連
の
取
り

組
み
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き

た
い
」
と
の
総
括
答
弁
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
今
回
は
改
選

時
期
で
あ
り
、
新
委
員
長
と
し

て
徳
里
則
之
氏
を
選
出
。
新
た

に
委
員
長
代
行
の
職
を
設
け
、

吉
岡
幸
治
氏
を
選
出
し
、
25
・

26
年
度
の
体
制
が
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣

言
（
案
）
に
お
い
て
も
採
択
さ

れ
、
最
後
に
徳
里
中
央
執
行
委

員
長
の
旗
の
下
「
組
合
員
の
為

に
な
る
運
動
に
向
け
て
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
」
と
三
唱
を
行
い
、

組
織
の
団
結
と
結
束
力
の
意
志

を
固
め
第
73
回
定
期
大
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

大
港
労
組

大
阪
港
湾
労
働
組
合
は
、
25

年
10
月
3
日
（
金
）
大
阪
港
湾

労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階
特

別
会
議
室
に
お
い
て
、
第
73
回

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
執
行
部
・
代
議
員

を
含
め
の
参
加
者
1
0
6
名
の

も
と
開
催
さ
れ
議
長
に
は
大
津

代
議
員
と
尻
家
代
議
員
を
選
出

し
議
事
進
行
が
行
わ
れ
ま
し

た
。全

国
港
湾
玉
田
書
記
長
を
は

じ
め
多
く
の
方
に
来
賓
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

全
日
本
港
湾
労
働
組
合
を
は
じ

め
多
く
の
関
係
団
体
か
ら
祝
電

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

第
1
号
議
案
「
24
年
度
主
要
な

運
動
の
経
過
と
総
括
」
、
第
2

号
議
案
「
25
年
度
運
動
方
針

（
案
）
」
、
第
3
号
議
案
「
24

年
度
一
般
会
計
収
支
決
算
報
告

・
25
年
度
特
別
会
計
収
支
決
算

報
告
・
24
年
度
会
計
監
査
報

告
」
、
第
4
号
議
案
「
25
年
度

一
般
会
計
収
支
予
算
（
案
）
」

「
26
年
春
闘
特
別
会
計
収
支
予

算
（
案
）
」
、
第
5
号
議
案
「
規

約
の
改
定
（
案
）
」
、
第
6
号

議
案
「
25
年
度
役
員
選
任
」
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣
言
を

審
議
・
採
択
を
行
い
、
す
べ
て

の
議
事
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、

「
自
然
災
害
時
に
お
け
る
安
全

確
保
の
た
め
の
現
場
対
応
」
な

ど
の
意
見
が
活
発
に
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
は
、
佐
竹
執
行

委
員
長
に
よ
る
が
ん
ば
ろ
う
三

唱
で
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

検
数
労
連

検
数
労
連
は
9
月
11
日
〜
12

日
に
か
け
て
、
波
止
場
会
館
で

第
57
回
定
期
全
国
大
会
を
開
催

し
、
24
年
度
運
動
の
総
括
と
25

年
度
運
動
方
針
を
確
立
し
た
。

24
年
度
の
運
動
と
総
括
で

は
、
検
数
労
連
と
し
て
一
年
を

通
し
て『
仕
事
と
収
入
の
確
保
』

と
『
人
材
の
確
保
と
流
出
の
阻

止
』
を
掲
げ
、
運
動
を
進
め
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
春
闘
や
一

時
金
で
は
組
合
要
求
に
は
届
か

な
か
っ
た
も
の
の
過
去
数
年
で

最
高
額
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
出

来
た
。
し
か
し
な
が
ら
交
渉
面

等
で
の
課
題
も
残
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
25
年
度
方
針
に
繋
げ

て
行
く
こ
と
で
全
体
確
認
し

た
。25

年
度
運
動
方
針
で
は
、
物

流
が
混
乱
し
て
い
る
状
況
下

で
、
検
数
労
連
の
運
動
の
基
本

で
あ
る
『
組
合
員
の
雇
用
と
生

活
を
守
り
、
労
働
条
件
維
持
・

向
上
』
『
安
全
で
安
心
し
て
働

け
る
職
場
環
境
づ
く
り
』
を
実

践
し
て
い
く
。
魅
力
あ
る
検
数

労
働
の
実
現
に
は
『
職
場
要
求

の
前
進
』
が
欠
か
せ
な
い
こ
と

か
ら
、
『
時
間
外
に
依
存
し
な

い
賃
金
の
確
立
』
を
目
指
し
、

経
済
要
求
を
前
進
さ
せ
て
い
く

方
針
を
全
体
で
確
立
し
た
。

大
会
の
最
後
に
は
検
数
労
連

石
橋
中
央
執
行
委
員
長
の
力
強

い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
定

期
大
会
は
成
功
裏
に
閉
幕
し

た
。

検
定
労
連

検
定
労
連
第
52
回
定
期
大
会

は
、
9
月
25
日
（
水
）
か
ら
27

日
（
金
）
に
か
け
て
、
途
中
各

単
組
定
期
大
会
を
挟
み
、
リ
モ

ー
ト
を
含
み
総
数
35
名
の
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
、
上
出
副
委
員
長
に

よ
る
開
会
挨
拶
及
び
資
格
審
査

の
後
、
大
会
議
長
に
宮
崎
代
議

員
、
元
代
議
員
と
各
大
会
役
職

員
を
確
認
し
、
全
国
港
湾
玉
田

書
記
長
の
激
励
挨
拶
を
頂
き
、

議
事
に
入
り
、
中
央
執
行
委
員

会
提
出
議
案
、
決
算
及
び
予
算

に
つ
い
て
審
議
し
、
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

中
央
執
行
部
体
制
は
、
1
名

が
退
任
、
1
名
を
補
充
と
し
24

年
度
の
運
動
方
針
を
執
行
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
「
全
国
港
湾
を
中

心
と
し
た
港
湾
関
係
組
合
と
連

帯
し
、
港
湾
産
別
運
動
の
更
な

る
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
生
活
向
上
に
向
け
、
全
国

の
港
湾
労
働
者
を
は
じ
め
と
し

た
全
て
の
労
働
者
と
連
携
し
、

と
も
に
闘
う
こ
と
を
決
意
す

る
」
大
会
宣
言
を
採
択
し
、
出

光
副
委
員
長
の
挨
拶
を
以
っ
て

閉
会
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
沢
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

き
ま
し
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全
倉
運

全
倉
運
は
9
月
3
日
（
水
）

〜
4
日
（
木
）
に
か
け
て
、
愛

知
県
豊
橋
市
の
シ
ー
パ
レ
ス
リ

ゾ
ー
ト
で
第
80
回
定
期
大
会
を

開
催
し
た
。

大
会
に
は
、
各
単
組
代
議
員

な
ど
67
名
が
参
加
、
議
長
団
に

中
島
晋
作
代
議
員
と
屋
澤
拓
海

代
議
員
を
選
出
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
石
田
壮
一
委

員
長
は
、
春
闘
賃
上
げ
で
は
一

定
の
成
果
を
上
げ
た
も
の
の
、

思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
単

組
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
賃
上

げ
の
声
を
上
げ
て
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
呼
び
か

け
た
。

続
い
て
全
国
港
湾
よ
り
来
賓

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
玉
田
雅
也

書
記
長
か
ら
は
、
港
湾
の
産
別

最
低
賃
金
や
料
金
問
題
を
指
摘

し
、
共
闘
し
て
運
動
を
作
り
上

げ
る
こ
と
を
訴
え
た
。

そ
の
後
、
年
間
の
活
動
経
過

を
報
告
、
新
年
度
の
運
動
方
針

な
ど
を
審
議
、
採
択
し
た
。
新

年
度
の
役
員
選
挙
で
は
、
新
委

員
長
に
河
本
愛
樹
さ
ん
を
選
出

す
る
な
ど
新
役
員
候
補
者
全
員

が
信
任
を
受
け
、
役
員
体
制
を

固
め
た
。
大
会
の
最
後
に
は
、

河
本
新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
っ
た
。

防
衛
省
が
全

国
約
2
4
0
0

の
小
学
校
に
対

し
、
『
子
供
版

防
衛
白
書
』
を

送
付
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ

た
▼
防
衛
省
は
防
衛
白
書
を
2

0
2
1
年
か
ら
作
成
し
て
公
開

し
て
い
る
が
、
24
年
版
で
初
め

て
小
学
校
へ
配
布
さ
れ
た
と
い

う
。
配
布
さ
れ
た
子
供
版
防
衛

白
書
の
中
身
を
見
て
み
る
と
、

ロ
シ
ア
・
中
国
・
北
朝
鮮
な
ど
を

名
指
し
し
て『
脅
威
』を
強
調
し

つ
つ
防
衛
力
強
化
の
必
要
性
を

説
い
て
い
る
ほ
か
、
政
治
的
に

意
見
が
分
か
れ
て
い
る
安
全
保

障
政
策
な
ど
に
つ
い
て
、
一
方

的
な
捉
え
方
に
繋
が
る
可
能
性

が
あ
る
ほ
か
、
発
達
段
階
に
あ

る
子
供
に
対
し
て
隣
国
へ
の
対

立
意
識
や
偏
見
な
ど
を
刷
り
込

む
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
配
布

さ
れ
た
学
校
に
よ
っ
て
は
職
員

室
等
で
の
保
管
を
決
め
る
自
治

体
も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
3
国
は
核
保
有
国

で
あ
り
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
国
際
法
違
反
の

侵
略
を
続
け
て
い
る
。
防
衛
白

書
は
そ
の
点
を
捉
え
て
『
抑
止

力
』
強
化
が
必
要
と
し
、
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
強
化
を
正
当
化

し
て
い
る
。し
か
し
、軍
事
一
辺

倒
の
姿
勢
で
は
、
軍
拡
競
争
が

進
み
、
緊
張
は
高
ま
る
ば
か
り

で
あ
る
。
ま
た
、
近
隣
諸
国
を

『
敵
国
』
視
す
る
教
育
は
、
中

国
や
韓
国
を
ル
ー
ツ
に
持
つ
児

童
へ
の
差
別
や
イ
ジ
メ
、
人
間

歓
喜
の
断
絶
を
生
じ
さ
せ
か
ね

な
い
。
子
供
の
う
ち
か
ら
偏
見

を
刷
り
込
む
こ
と
は
日
本
の
将

来
に
暗
い
影
を
落
と
し
事
に
な

る
だ
ろ
う
。
是
正
が
必
要
だ
。

２５
年
度
年
末
年
始
例
外
荷
役
実
施
で
労
使
基
本
合
意
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